
　ある週末のランチタイム、緑園都市店は大きな賑わい

とともに慌ただしさに包まれていた。店舗運営がうまく

いっていなかったからだ。その時間帯の責任者を任されて

いたのが板坂さんだった。経験不足も要因であったが、問

題の本質は彼女の中にあった。周りの仲間に頼ることが

できなかったからだ。相手が嫌な思いをするんじゃない

か。自分なんかが仕事を頼んでいいのか。長所である周り

への配慮と謙虚さが悪い方向に働き、彼女は多くの作業

に追われていく。「頼むくらいなら自分でやってしまおう」。

以前はその働き方でもなんとかなったが、時間帯責任者

として店舗全体をリードする役割は果たせなかった。

　「私はマネージャーに相応しくないのでは……」。店長

や先輩マネージャーに相談しながら、周りの仲間からの

期待とアドバイスを胸に、彼女は少しずつ決意を固めて

いった。「やっぱり、変わりたい」。彼女の背中を押したの

は、成長したいという気持ちと、みんなに楽しく働いて

もらいたいという仲間への想いだった。

　親友から「一緒に働こう」と誘われて、板坂さんは緑

園都市店で働くことを決めた。「学生でも頑張れば責任

のある仕事を任せてもらえる」。マクドナルドの魅力を紹

介されるなかで、その言葉に彼女は期待を抱いた。自分

を変えるチャンスかもしれない――人見知りで引っ込み

思案な性格を変えたいという想いを胸に、板坂さんは働

き始めた。

　店舗の誰もが“やさしい”と言う板坂さんは、入店当

初からいつも笑顔で物腰も柔らかく、すぐに店舗に馴染

んでいった。周りの仲間からもあたたかく迎えられたこ

とで、自分を出せるようにもなっていった。支えあって、

感謝しあって、褒めあって、みんなでお客様に愛される

お店を作り上げていく。いつも前向きで、楽しい緑園都

市店は、板坂さんにとって自分らしくいられる場所へと

なっていった。そして、店長や周りの仲間からも背中を

押され、マネージャーに挑戦してタイトルアップ。すべて

が順調に進んでいるように思えた。

自分を変えるチャンス

背中を押したもの

リーダーシップは十人十色

　板坂さんは変わった。ただ、仲間を力強く引っ張っ

ていく人になったわけでない。「マネージャーの勉強を

するなかで、いろんなタイプのリーダーシップがあって

いいと思えるようになりました」。自分の殻を破り、仲

間をリードしていきながらも、彼女は自分らしいマネー

ジャーを目指す。「親しみやすくて、みんなにもお客様

にも寄り添えるマネージャーになりたいです」。成長し

て“やさしさ”の枝葉を広げる板坂さんは、これから

も緑園都市店に木漏れ日のようなあたたかい時間をつ

くっていく。

いたさか いよ／看護大学生。緑園都市店のグランドオー
プンから働き始め、現在はマネージャーとして活躍中。
いつも笑顔を絶やさず、親しみやすい人柄で周りの仲間
からの信頼も厚い。
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緑園都市店（神奈川県）   
マネージャー
板坂 伊余さん

みんなのために、
私は変りたい
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左から、木田橋 ひなのさん、渡邊 七海さん、板坂さん、土屋 仁美さん

　「この作業お願いします！」「ありがとうございます！」

「これお願いできますか？」「助かりました！」仲間を頼り、

感謝を伝える板坂さんの声が日を追うごとに増えていっ

た。もちろん、嫌な顔をする仲間なんて一人もいない。

彼女の変化のなかに勇気とやさしさが詰まっていること

をみんな分かっていたから。


